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長岡技術科学大学における

研究推進・産学官連携

・新潟県次世代地域エネルギー開発拠点事業
・電子材料セラミックスに関する研究紹介

理事・副学長 髙田雅介

１．「地域産学官共同研究拠点整備事業」 ～事業概要～

【具体的な仕組み】

○地域が主体となり、地域の特性を生か

した産学官連携活動を拠点で推進

○地域が用意した土地にJSTが拠点の施

設と設備（装置等）を整備

→補正見直しにより、施設は整備しない

○全都道府県に設置

→補正見直しにより、全都道府県には設

置しないこととなった

○助成額は最大３０億円／地域

→補正見直しにより、最大２０億円／地域

○拠点の運用経費は地域が負担

各都道府県に地域産学官共同研究拠点を整備し、産学官連携の総合的な取組を加速

することにより、地域の特色を生かした産学官共同研究を推進するとともに、研究成果の

地域企業への展開を図る。これにより、科学技術駆動型の地域経済活性化を実現。

【事業概要】

○地域の特性を活かした科学技術に関す

る産学官共同研究の取り組みについて

各都道府県が提案（産学官の連名）

○その取り組みを推進するための拠点を

（独）科学技術振興機構（JST）が自治

体と共に整備

【予算】

６９５億円 （政府補正予算事業）

→補正見直しにより、２６３億円に減額

２

「地域産学官共同研究拠点整備事業」への提案内容の経緯

○提案書の提出 H21.8.21

○提 案 額 30億円（施設・研究設備）

○機 能 産学官共同研究、企業への成果普及、企業の技術高度化・技術者養

成、コーディネートの集積、インキュベーション

○技術分野 太陽光、メタン利用複合発電、熱利用（温度差） 、流体（マイクロ水

力・風力） 、バイオマス、エネルギー貯蔵、スマートグリッド

二度のヒアリングによる提案内容の精査

○修正提案書の修正 H21.9.24

○変更箇所

提 案 額 20億円（施設・研究設備）

技術分野 天然ガス利用複合発電、バイオマス、ハイブリッド小型風力、エネル

ギー貯蔵、スマートグリッド

補正予算の見直しによる事業費の減額

○修正提案書の提出 H21.11.20

○変更箇所

提 案 額 8億円（研究設備）

研究設備は長岡技大の学内に設置

２．「地域産学官共同研究拠点整備事業」 ～採択の概要～

【概要】

○本拠点では、地域の様々なエネルギー

源（天然ガス、バイオマスメタン、非食料

由来バイオエタノール、風力等）から熱

や電気を高効率に取り出す実用化技術

開発や、事業所・家庭向けの小規模な

スマートグリッドに接続するための通信

制御システム開発について、研究会や

人材育成と併せて行う。

これにより、県内エネルギー関連企業の

さらなる競争力の強化、産学官連携の

促進および低炭素化社会の実現等に貢

献する。

【提案者】

○新潟県、長岡技術科学大学、（社）新潟

県電子機械工業会

【助成額等】

○助成額 1億円

（基盤形成支援地域として採択）

○理由 取組み実績が弱く、成果を確実

なものとするためのリソースの集中も不

十分。

○助成金については、バイオエタノールお

よびスマートグリッドの研究開発に必要

な試験機器を整備。

【参考】

○全国の40地域で採択 （提案数 45）

内訳 構想支援地域

（助成額 2～20億円） 28地域

基盤形成支援地域

（助成額 1～2億円） 12地域
３

バイオマス利活用技術開発
・バイオマスメタン生産とその利用
・次世代バイオエタノール生産とその利用

生物系 小笠原 渉

有機物を微生物で分解し、メタンガス生産

メタンガス

バイオマス・廃水・廃棄物からのメタン生産 （環境・建設系 山口隆司、http://ecolab.nagaokaut.ac.jp/j/）

バイオマス・
廃水・廃棄物

生ゴミ

パーム、エタノール
等加工・発酵残渣

産業廃水

都市下水

前処理 メタン生産 残渣

水処理

メタン精製 メタン利用

農地還元

農業利用
放流

地域に根ざした各種バイオマスの
リサイクルフローを創成

要素技術の開発
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糸状菌 トリコデルマ･リーセイ

植物バイオマス完全分解に必要な多種類の
酵素(セルラーゼ)成分を分泌生産

世界２大酵素メーカーを越える微生物開発に成功
（特許出願後、プレス発表予定）
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燃料エタノール
プラスチック
食品 など

トリコデルマ・リーセイ

酵素糖化

セルラーゼ

前処理

セルロース系バイオマス酵素糖化

協奏的バイオマス分解

バイオマス グルコース

バイオマスタウン公表状況

全国268件

H22.3.31現在

オール新潟で挑む！

分散電源ネットワークの開発
新潟県版スマートグリッド

新潟県では天然ガスやバイオメタンガスなどのガス源、こ
れらのガスを利用した発電、風力発電および水力発電、食
品工場の温熱や工場廃熱などのエネルギーの活用が期待
される。地域の特色を生かしたエネルギー源の効率的な活
用を目指した技術開発として、電源・ガス源・熱源の３つの
エネルギーの分散ネットワークによる新潟版スマートグリッ
ドの構築を目指す。

構想の概要 ～個別のプロジェクトの取組～ （４）分散電源電力供給システムの開発

負荷情報
伝達

ヒートポンプ
熱交換装置

日本最大のメタン貯蔵の
長岡市特有エネルギー

公的施設

電気自動車充放電

新潟版スマートグリッドシステム

米菓工場、鋳物業などの工
場排熱、温泉、地熱など

低温度発電サイクル
（バイナリー発電）

電力平準化装置

小型風力発電

天然ガス利用の高
効率複合発電装置

研究成果を踏まえて地域におけるエネルギー資
源の高度活用システムを開発
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そのために、２つを重点目標とする。

１．地域適合型スマートグリッドの確立を目指すため地域適合型スマートグリッドの確立を目指すため
に、パワーネットワークシステムを平成２２年度内にに、パワーネットワークシステムを平成２２年度内に
完成させ、平成２３年度から実稼働させて、産学連完成させ、平成２３年度から実稼働させて、産学連
携の共同研究を実施していく。携の共同研究を実施していく。

２．スマートグリット研究会を設立し、県内エネルスマートグリット研究会を設立し、県内エネル
ギー関連企業のさらなる競争力の強化、産学官連ギー関連企業のさらなる競争力の強化、産学官連
携の促進および低炭素化社会の実現に貢献する。携の促進および低炭素化社会の実現に貢献する。

パワーネットワークシステム 全体システム構成図
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凡例

200V、3φ

200V-3φ/ 100V-1φ
10kVA

模擬電源電源
模擬負荷装置

収納盤

ＭＭＩ用ＷＳ

ＰＣサーバ収納ラック

Shape of rod: 0.65 mm × 0.65 mm × 44.6 mm

GdBa2Cu3O7-G ceramics rod, dc 10 V

Hot spot

GdBa2Cu3O7-δのポーラスなセラミックス線材に、室
温、空気中で、ある値以上の電圧を印加すると、
ホットスポットが現れることを見出した。

T. Okamoto et al., Jpn. J. Appl. Phys., 33, L1212 (1994).

ホットスポットの発生

① 電圧の上昇に伴って、
電流は直線的に増加
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電流-電圧特性

①

②

③

② 電圧がある値になると、
電流は急激に減少
線材上にホットスポット
が発生

③ ホットスポットの発生後、
電流は電圧に依存せず
一定

応用：
定電流発生素子

1 Pm

5 Pm

Double Hollow Prism

Hexagonal Prism with a Sharp Tip Tetrapod Dendrite
1 Pm 10 Pm

D. Nezaki et al., Trans. MRS-J, 25 205 (2000).

10 Pm
Whisker Hollow Prism 

1 Pm

ZnO Crystals Grown by ECH Method

－73－


